
1 

ライフスタイルに於ける TV と YouTube の位置づけに関する実態調査 

―大学生を対象として― 

1200414 岡本右匡 

高知工科大学 経済・マネジメント学群 

 

１.概要 

総務省の調査報告書によると、年々テレビを視聴する時間

が減り、インターネットの利用時間が増えていると報告され

ている。だが、小寺によると YouTube 利用者は非利用者に比

べてテレビを視聴している人は統計的に多いと主張している

(小寺 2012)。 

そこで本研究では、この 2 つの相反する現象に着目し、10

代、20代の学生のテレビと YouTubeのライフスタイルにおけ

る位置づけを明らかにすることを目的とする。 

本研究の成果として、小寺の主張の一般性の一端を確認し、

小寺による主張の現象理由を本研究ならではの観点から明ら

かにした。 

 

２.緒論 

総務省によると、年々、メディアの平均利用時間ではテレ

ビ(リアルタイム)視聴時間よりインターネット利用時間が上

回っていることが分かる(図 2-1)。また、テレビ(リアルタイ

ム)視聴時間は減ってきており、平成 30 年度の平日の主なメ

ディアの平均利用時間(図 2－2)では 10 代、20 代ともに他の

年代よりテレビ(リアルタイム)視聴時間が低く、逆にネット

の利用時間がテレビ(リアルタイム)視聴時間を上回っている

ことが分かる（総務省情報通信政策研究所 2019)。 

 

 

 

また、同調査報告書にインターネット利用項目別平均利用

時間もまとめられており、(図 2－3)から 10 代、20 代ともに

は「ソーシャルメディアを見る・書く」の利用時間が 1 番多

く、次に「動画投稿・共有サービスを見る」多いことが分か

る。休日の場合でも同じような利用時間であった（総務省情

報通信政策研究所 2019)。 

では、10代、20代が見ている動画投稿・共有サービスの利

用率はどうなっているのか調べたところこれも報告書にまと

められていた（総務省情報通信政策研究所 2019) (図 2-4)。 

本図より、オンデマンド型の動画共有サービスの利用率が

高いことが分かる。オンデマンド型の動画共有サービスとは

YouTube やニコニコ動画などのサービスの事である。 
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これらのグラフから、10代、20代はテレビの視聴時間より

インターネットでの動画投稿・共有サービスで動画を視聴す

る時間が増加してきているという事が分かり、動画投稿・共

有サービスを利用している 10 代、20 代はテレビを視聴する

時間が年々少なくなってきていると考えられる。 

だが、小寺は、YouTube 利用者は非利用者に比べてテレビ

を視聴している人は統計的に多いと主張している(小寺2012)。

総務省の報告と小寺の主張が相反していることに気付いた。 

本研究では 2 つの相反する現象を 10 代、20 代の学生のテ

レビと YouTube のライフスタイルにおける位置づけを明らか

にすることを目的とする。 

 

３.本研究のフレームワーク 

本研究を行うにあたって、メディアの視聴は日々の生活に

密接に関係していると思われる(図 3-1)。しかし、先行研究

にライフスタイルから動画投稿サイトの位置づけを述べた論

文はない。そのため、本研究ではまず、学生のライフスタイ

ルを調べる。調べた結果に基づいて、テレビと YouTube の位

置づけの仮説を立て、高知県内の大学生を対象としたアンケ

ート調査で、仮説の検証、動画に対する価値観の導出を行う。 

本研究での調査対象は、小寺 (2012)の論文の調査対象が関

東・関西の 3 大学 447 名の学部学生を対象としていることに

対し、本研究では、高知県内の大学生（大学１回生～大学４

回生）を調査対象とする。そして、扱う動画投稿・共有サー

ビスも小寺 (2012)の論文と同様にYouTube とする。 

 

４.ライフスタイル 

本研究では、ライフスタイルの中で時間やお金をかけてい

るものこそが価値を感じ大切にしているものであると定義し

た。 

近藤の分析結果から(近藤2018）、大きな特徴として、活動

的であり、平日と休日で、起床、就寝時間ともに変化がない

ため時間的差はなく、睡眠時間が 4，5 時間と短い。更に、

起きている時間も、学生の約 56％が週 5日で学校に通ってお

り、全体の約 70％もの学生がアルバイトを行うなどに時間を

費やしていることが分かる。またアルバイトをしている学生

のうち 41％が週に3～4日の勤務で、勤務時間は平均 6 時間

程度である。更にアンケートに答えた学生は目的意識が高く、

「今、目指している目標はありますか。」という質問の回答で

は、あると答えた学生が 66.3％、ないと答えた学生が 33.7％

という結果が出ている。これらの点から、近藤は、休日もた

だ時間を浪費するのではなく、アルバイト等の活動をしてお

り、ライフスタイルの観点で見ると、大学生は勉学やアルバ

イトに時間を有効活用しようとする姿が見える。よって多忙

であると主張している。本研究ではこのアンケート結果を援

用するものとする(近藤 2018)。 

 

５.ライフスタイルからの考察 

近藤のアンケート結果から、学生のライフスタイルから

YouTube に感じる効用の考察を行った(図５-１)。 

まず、日中は大学で講義を受けており家におらず、講義後

もアルバイトをしているので、テレビのゴールデンタイムの

時間帯にテレビの前にいない。そのため見逃したテレビ番組

を YouTube で見ていると考えられる。次に多忙な中できた自

分の自由時間をテレビの放送時間に合わせて見るより

YouTubeで自分の好きな時間見たいと感じていると推測した。

最後はアンケート結果から目的意識が高い学生が約 67%もい

ることから、目的意識が高く、自分の将来のための情報をテ

レビでは得られない場合、YouTubeを利用していると考える。
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これらの考察より更に大きくソフト面とハード面での分類

で分けることができると考える(図 5－1)。まず青色の分類は

ハード面である。ただ単に見る媒体がテレビから YouTube に

変わっただけで視聴しているのはテレビ番組なので本質的に

はテレビを利用していることと同じであると考える。次にオ

レンジの分類はソフト面である。暇つぶしのために YouTube

特有のコンテンツを利用しているものと自分の勉強のために

テレビでは放送していない動画を視聴するために利用する。 

以上の各ライフスタイルから、YouTube の位置付けに関す

る仮説を導出した(図 5－2)。まず、YouTube の利用目的とし

て、「テレビの代替として YouTubeを利用する」、「テレビの放

送時間に合わさず、自由に視聴したい」、「目的意識が高く、

自分を高めようとしている」の 3 つであると仮説を立てた。

まず 1 つ目に、テレビの代替として YouTube を利用している

人は視聴する媒体が YouTube を利用しているだけで、視聴し

ているコンテンツ自体はテレビ番組が多くテレビを視聴して

いるのとあまり変わらないと考える。次に 2 つ目は、自分の

時間を自由に使いたい人は、自分の興味のある動画を自由に

視聴できるYouTubeを利用し、見ているコンテンツもYouTube

特有のものが多いのではないかと推測する。最後に自分を高

めようとしている人はテレビと YouTube を併用し、一方から

得られない情報をその他者から取捨選択的に情報を得ている

と推測した。 

 

６.アンケート調査 

本章は前章で立てた仮説の検証を行う。その詳細は次の通

りであり、①大学生のライフスタイル②動画視聴の際に利用

するサービス③各サービスの利用頻度・時間④動画共有サー

ビスの利用理由⑤視聴するジャンル⑥動画共有サービスとテ

レビの両立の６点に関するアンケート調査を行った。実施し

たアンケート調査は2020年 1月22日から2020年 2月 5日ま

でを回答期間とし、高知県内の大学生の 1 回生から 4 回生ま

でを対象としてインターネットで調査を行った。その結果、

有効回答数は 126 件。男女比は女性 51％、男性 47%となり、

大学の内訳は(図 6－1)の示すようであった。 

まず、大学生のライフスタイルでは 53％の学生が週 5日以

上通学しており、上述の近藤の文献と同じ結果を得ることが

できた(図 6－2)。 

 

(図 6－2) 通学日数 
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また、アルバイトを行っている学生は全体の75％おり、そ

のうち週 3～4日勤務している学生は 35％いる。平均勤務時

間も 3～6時間が50％いることから近藤のアンケ―ト結果と

同じような結果を得ることができた(図 6－3)(図 6－4)。 

次に動画を視聴する際に利用するサービスでは、YouTube

単独利用者が全体の 67%を占め、半数以上の学生が YouTube

を利用しているということが分かった。また、テレビと

YouTube 併用者が 20%いることが分かり、テレビ単独利用者は

全体のわずか13%しか視聴していないことが明らかになった。

(図 6－5)。 

 

 

(図 6－3)アルバイト日数 

 

 

 

(図 6－4) アルバイト平均勤務時間 

 

 

(図 6－5)視聴の際に利用するサービス 

 

サービスの利用理由では、テレビと YouTube併用者、

YouTube 単独利用者ともに興味のある動画を選択して視聴可

能という理由が一番多いことが分かった。空いた時間の暇つ

ぶしとして YouTube を利用しているという点も両者とも多い

ことから両者に差異はないことが明らかになった (図 6－

6)(図 6－7)。 

 

 

(図 6－6) YouTube の視聴理由(YouTube 単独利用者) 
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次に YouTubeの視聴ジャンルでは YouTube 単独利用者、テ

レビと YouTube 併用者のどちらも「YouTuber」、「ゲーム実況」、

「音楽」を視聴している人が多く、YouTube の視聴ジャンル

では両者に差が見られなかった(図 6－8)(図 6－9)。 

この結果から仮説のテレビの代替として YouTubeを利用し

ているという傾向は見られなかった。 

 

 

 

 

 

だが、テレビで視聴するジャンルでは顕著な違いがみられ

た。テレビ単独利用者はバラエティが一番多く、次いでドラ

マを視聴する人が多いことが分かった。だが、併用者はバラ

エティ、ドラマも多いのはテレビ単独利用者と同じだが、ニ

ュース・情報番組がテレビ利用者より圧倒的に多いことがア

ンケート調査からわかった。このアンケート結果より信頼性

の高いメディアを取捨選択的に利用している傾向があると見

られる(図 6－10)(図 6－11)。 
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７.考察 

文献調査とアンケート結果から、YouTube をテレビの代替

としてテレビ番組を見ていると仮説を立てたが、アンケート

結果からはその傾向は見られなかった。２つ目の仮説は、ラ

イフスタイルの調査からも、多忙であることが明らかになり、

忙しい日々のなか、空いた時間にストレス解消や時間をつぶ

すために手軽に YouTube というコンテンツで息抜きをしてい

ると考え仮説は立証できたと考える。３つ目の仮説は、

YouTube で娯楽的に利用している反面、信頼性が求められる

ニュース等の情報番組は既存メディアに頼っている傾向を明

らかにすることができ、これより取捨選択的という観点から

見ると妥当であると言える。 

また、小寺の研究対象は関東・関西の学部学生に対し、本

研究の対象は高知県の学生であったが、小寺の主張と同じ現

象を確認することができ、地域差が無いと思われる。ただし、

この理由について小寺は言及してないが、本研究では、大学

生の目的意識が高く、情報収集もより慎重に取捨選択的にメ

ディアの視聴をしているからであると考える。 

 

８.結論 

本研究を通して、その成果として次のことが言える。 

・小寺の主張の一般性の一端を確認し、主張の現象理由を本

研究ならではの観点から明らかにすることができた。 

一方、今後の課題として、次のようなことが言える。 

・今回は高知県内の大学生のみを対象に検証を行ったが、

一般性をさらに高めるためには高知県だけでなく県外の学生

や、同世代の働いている社会人など検証対象を拡大する必要

がある。 
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A1.アンケート調査票 

  

 アンケート調査にはおいては、以下の調査票を用いた。 

 

① あなたは週に何日学校に通っていますか？ 

□1 日 □2 日 □3 日 □4 日 

□5 日 □5 日以上 □通っていない 

 

② アルバイトは週何日行っていますか？ 

□1 日 □2 日 □3 日 □4 日 □5 日 

□5 日以上 □アルバイトを行っていない 

 

③ アルバイトの平均勤務時間 

□3 時間未満 □3~6 時間 □6~9 時間 □9 時間以上 

□アルバイトを行っていない 

 

④ あなたが一番視聴しているサービスは何ですか？ 

□テレビ(リアルタイム、録画)   □YouTube 

□テレビ、YouTube 同じくらい利用している 

 

④で「YouTube」を選ばれた方は質問番号⑥へ、 

それ以外の方は質問番号⑤へ 

 

⑤ テレビを一日どれくらいの時間視聴しますか？ 

□30 分~1 時間 □1~2 時間 □2~3 時間 □3 時間以上 

 

⑤－1 また、視聴頻度はどれくらいですか？ 

□ほぼ毎日  □週 4~5日  □週 3~4日  □週 3日以下 

 

⑤－2 よく視聴するジャンルを選んでください（最大 2 つ

まで） 

□ニュース、情報番組   □バラエティ   □ドラマ 

□スポーツ番組    □芸能、音楽 

□その他（             ） 

 

「テレビ」を選ばれた方はここで質問は以上です。 

最後のページの所属欄の記入をしていただけたらアンケート

は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「同じくらい利用している」を選ばれた方は⑥からの質問も

引き続き解答お願いします 

 

⑥ YouTube を利用する理由に近い選択肢を 

選んで下さい。(最大 2 つまで） 

□自分のペースで視聴可能   

 □見逃したテレビ番組を視聴するため 

□興味ある動画を選んで視聴が可能   

  □勉強や将来のため   □無料 

□空いた時間の暇つぶし  □時、場所に関係なく視聴可能 

□テレビでは手に入らない情報を得るため 

□その他

（                       ） 

 

⑦ どれくらいの時間視聴しますか？ 

□30 分~1 時間 □1~2 時間 □2~3 時間 □3 時間以上 

 

⑦－1 また、視聴頻度はどれくらいですか？ 

□ほぼ毎日  □週 4~5日  □週 3~4日  □週 3日以下 

 

⑧ あなたが一番視聴するコンテンツは何ですか？ 

(最大 2 つまで) 

選択肢にない場合はその他にご記入ください。 

□テレビ番組  □スポーツ  □音楽  □YouTuber 

□美容系 □資格・語学等の勉強系  □ゲーム実況   

□料理・グルメ系 □お笑い芸人のコント等  

□その他（                 ） 

 

⑨ YouTube を一番視聴する時間帯はいつですか？ 

□9：00～12：00 □12：00～15：00 □15：00～18：00 

□18：00～21：00 □21：00～24：00 □24：00 以降 
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⑩ YouTube だけでなくテレビを視聴する頻度はどれぐら

いですか？ 

□視聴しない □YouTube と同じくらい □YouTube より

少ない 

 

「YouTube と同じくらい」を選んだ方は 

最後のページの所属欄の記入で 

アンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。 

 

⑩－1 テレビを視聴しない理由に近い選択肢を 

選んでください（最大２つまで） 

□見たい番組がない  □おもしろくない 

□放送時間が長い □テレビの放送時間に合わせないといけ

ない 

□テレビを買うお金がない   □見る時間がない 

□その他（                     ） 

 

以上で質問は終わりです。 

最後の所属欄の記入をしていただけたら 

アンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。 

 

以下の質問は、あなた自身に関するものです。 

差し支えのない範囲でお答えください。 

 

【性別】 ： □女性    □男性   □答えたくない 

 

【学年・所属】 ： □大学 1 回生  □大学 2 回生   

□大学 3 回生  □大学４回生 

□高知工科大学    □高知大学  

□高知県立大学  

□その他（                ） 

 


